
曜日 木

時限 ３・４

週 授業形態 小テスト・中間テスト・定期試験

1 登校

2 登校

3 登校

4 登校 小テスト10点

5 登校

6 登校

7 登校 中間テスト20点

8 登校

9 登校 小テスト10点

10 登校

11 登校

12 登校

13 登校

14 登校 期末テスト50点

15 登校 小テスト10点

2024年度　科目別　授業計画（シラバス）

科目名 プロフェッショナルエステⅠ
必修
選択

年次 2 開講区分 1セメスター（前期）

学科・専攻 トータルビューティ科
授業
形態

演習
単位
時間

スチーマー・酵素パック

教員 工藤千鶴子
【教員実務

経験】 サロンを経営し皮膚科や美容室にも講習や指導を行っている

【到達目標】
エステティック機器を使用できるようになる

　【授業の学習内容】

フェイシャル機器とボディ機器を相モデルを使って練習する　【フェイシャル機器/スチーマー・酵素・吸引・エレクトロクレンジング　】　【ボディ機器/G5・サク
ション】

授業計画・内容

オリエンテーション・道具の確認

事前準備の仕方・お声掛けの仕方についての説明

フィードバック・お出迎え～お見送りまでの通し

スチーマー・酵素パック

スチーマー・吸引

スチーマー・吸引

中間テスト

エレクトロクレンジング

エレクトロクレンジング

G5

G5

サクション

サクション

期末テスト

　【使用教科書・教材・参考書】　 

・筆記用具・ノートまたはルーズリーフ・配布資料

準備学習
時間外学習

・事前準備は必ずしてスムーズに授業に入れるようにしておく・配布資料の整理・マッサージの復習・マッサージの
習得

評価方法

・試験は減点方式で行う　・正しく機器を使用しているか　・小テスト、中間テスト、期末テストの合計が60点以上で合格とする
♢出席：出席率70％以上(下回る場合は単位認定は無し、E評価となる)
♢合否：60点以上で合格(A：100～90　B：89～80　C：79～70　D：69～60)
 否(E：評価資格喪失　F：59～0)
実習や習熟度が測れないものはS・U評価

受講生への
メッセージ

エステティックの機器は沢山あるので前期と後期は違う内容になります。前期はディープクレンジングに特化した
フェイシャル機器と新陳代謝や血液循環、むくみに特化したボディ機器を使いこなせるようになってくれたら良いな
と思います


